
第14回 新胎児学研究会

「胎児心臓、今わかること、今できること、そしてこれから」

日時 2026年11月7日 (土曜日) 13:00-18:00
会場 APイノゲート大阪
〒530-0001 大阪府大阪市北区梅田3-2−123 イノゲート大阪 11F

会長 吉松 淳 国立循環器病研究センター産婦人科部長

研究会参加費 ： 5,000 円 ※学生・初期研修医・助産師は無料

12:55-13:00 開会挨拶

13:00-14:00 特別講演1
「胎児循環シミュレーション、PV Loop」

座長 国立循環器病研究センター産婦人科部長 吉松 淳
演者 国立循環器病研究センター循環動体制御部部長 朔 啓太

14:00-14:30 教育講演1 (Samsung Medison 共催)

「AI支援によるRoutine fetal screeningの標準化と実臨床への実装」
座長 昭和医科大学産婦人科准教授 松岡 隆
演者 久留米大学産婦人科講師 堀之内 崇士

14:30-14:45 総会

14:45-15:00 休憩

15:00-16:00 特別講演2 
「胎児心臓MRI、最近の進歩」
(機構専門医産婦人科領域出席単位)
  座長 大阪公立大産婦人科教授 橘 大介

  演者 国立循環器病研究センター放射線部医長 森田佳明

16:00-16:30 教育講演2
「AIによる胎児不整脈診断」

座長 大阪大学産婦人科講師 柿ヶ野藍子
演者 カナデビア株式会社開発センターライフサイエンスグループ

16:40-18:10 シンポジウム
「胎児心不全、新しい考え方、定義、評価方法と残る課題」

(機構専門医産婦人科領域出席単位)

座長   岐阜県立総合医療センター産婦人科部長 高橋雄一郎
 国立循環器病研究センター産婦人科医長 金川武司

 演者 順天堂大学産婦人科 山本祐華
「胎児心不全の定義を考える 新しい考え方

〜日超医用語委員会報告を踏まえて〜」
岐阜県立総合医療センター産婦人科部長 高橋雄一郎
「胎児心不全 各論 （胎児治療へ、新生児治療へ）」
昭和医科大学産婦人科准教授 松岡 隆
「胎児心不全の定義 考え方、用い方」

 総合討論 評価方法と残る課題

18:10-18:15 閉会挨拶

18:30- 懇親会（参加費 5000円）
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